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　■会社概要 ■組織図

◆社名 株式会社長門屋商店

◆代表者 代表取締役　横溝純一

◆創業 1947年

◆設立 1953年

◆資本金 1,000万円

◆従業員数 22名（就業役員を含む）

◆事業内容 文具・紙製品の製造卸、小売業、賃貸業

◆事業所

●本社・小売事業部

●東陽センター

◆環境管理責任者　企画部リーダー　湯本祥子 ◆主力商品

◆事業規模

決算期末（6月）売上高

　■対象範囲

　①対象とする組織 ： 全組織

　②対象とする人員 ： 全従業員

　③対象とする事業活動 ： 全事業活動 プリンタ用紙 祝儀・その他文具

１. 会社概要・対象範囲

2021年度 2023年度2022年度

東京都江東区東陽1-3-17

床面積：134.13㎡

●木場オフィス

（今回拡大）

売上高(万円) 72,900 77,600 88,000

東京都港区麻布十番1-5-25

床面積 ： 173.73㎡

東京都江東区東陽1-3-3

床面積 ： 301.69㎡
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２. 当社の環境経営活動とSDGsの関わり

目標４ 〔質の高い教育をみんなに〕 目標14 〔海の豊かさを守ろう〕

●子どもたちへの教育環境・備品等の支援 ●サンゴ礁保護支援（WWF 南西諸島プロジェクト）

（公財オイスカ こどもの森計画） ●海洋プラスチック問題への取組（東京ベイ・クリーン

→P13，15 　アップ大作戦） →P13，15，16

目標７ 〔エネルギーをみんなにそしてクリーンに〕 目標15 〔陸の豊かさも守ろう〕

●クリーンエネルギー（太陽光発電）の利用 ●グリーン購入法適合品の積極的利用

●化石燃料に頼ったエネルギー使用を削減する ●希少動物保護支援（WWF 南西諸島プロジェクト）

●全熱交換機の導入 →P6，7，8，9 ●地球の緑化活動支援（公財オイスカ こどもの森計画）

→P13，14，15，16

目標12 〔つくる責任つかう責任〕 目標17 〔パートナーシップで目標を達成しよう〕

●廃棄物の分別・再利用を含めた削減 ●公財オイスカ、WWFジャパンほかとのパートナーシップ

●持続可能な製品の製造・販売に寄与する →P15，16

→P12，13

目標13 〔気候変動に具体的な対策を〕

●地球温暖化対策としてCo2削減の取り組み

→P6，7，8，9，10
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３. 環境経営方針

　株式会社長門屋商店は、私たちの未来のため、持続可能で多様性と包摂性のある

　社会の実現と継続的な環境負荷の低減を推進します。

１． 事業活動を通じて、環境マネジメントシステムを構築し、ＳＤＧｓを見据えた社会的貢献を目指します。

２． 環境関連の法令・規則を遵守すると共に、ステークホルダーと協力的な関係を確立します。 

３． 商品の製造から販売に至るまで『サステナビリティ』を追求し、環境負荷の低減に努め、以下を実施します。

a.　環境対応商品を2030年までに総数2,000アイテム以上に増やします。(2024年6月現在1,656アイテム)

b.　流通過程においては、エネルギーの無駄使いを徹底的に排除するとともに、廃棄物の削減と排出抑制を図ります。

ｃ.　間接支援型環境商品の販売を通じて売上の一部を森林保護や海洋保全団体等の環境保護活動へ役立てます。

ｄ.　小売事業においては、レジ袋削減をはじめとした『脱プラスチック』に取り組み、これを推進します。

４． 限りある資源の保全を目的に省エネ・省ゴミ活動を普遍的に継続し、企業価値及び文化的水準の向上へと繋げます。

５． 環境経営における目標・計画・実施状況については、全従業員に周知徹底すると共に、「環境経営レポート」として公表

します。

改訂：2022年5月1日

改訂：2018年5月1日

制定：2006年11月01日

株式会社 長門屋商店

代表取締役　横溝純一
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月次の数値の記録、定期ミーティングにおいて運用状況の報告

　麻布本社/小売事業部

　飯塚（業務サポート）

　 所在地：　東京都港区麻布十番

　東陽センター/木場オフィス

　リーダー：湯本（環境管理責任者）

　小田（業務サポート）

水使用量管理

　 所在地：　東京都江東区東陽

４. 環境経営組織図

代表取締役
環境経営方針の策定、環境管理責任者の指名、必要な資源を準備、

目標値と実行計画の作成・是正指示、課題とチャンスを明確にする

横溝（純）

環境管理責任者

代表取締役

〔役割・責任・権限〕

各部署担当

　リーダー：横溝（裕）（環境管理副責任者）

業務部・営業部

廃棄物管理

商品管理部

企画部・業務部

商品管理部

環境対応商品

ガソリン管理

湯本

水使用量管理
企画部・業務部

商品管理部・営業部

企画部・業務部

商品管理部
電力量管理

環境管理責任者
環境経営システムの維持、環境経営レポートの作成、各部署の運用状

況の把握、定期ミーティングの開催

廃棄物管理

総務部・小売事業部

総務部・小売事業部

小売事業部

電力量管理
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５. 環境経営目標実施要項の各目標と達成状況一覧

実施事項 2022年度実績 2023年度目標

①-ａ 電力使用量 51,200kWh

前年対比 -1.2% (対2022年度-0.3%)

①-ｂ ガソリン使用量 3,700ﾘｯﾄﾙ

前年対比 -0.7% (対2022年度-1%)

①-ｃ ＣO２排出量※ 27,500kg-CO2

前年対比 -2.4% (対2022年度-1.4%)

② 水使用量 150m3

前年対比 +13.9% (対2022年度-0.6%)

③-ａ 廃棄物(事業系一般廃棄物)の排出量 475.0kg

可燃ごみ　(熱回収) 前年対比 +45.3% (対2022年度-1.2%)

③-ｂ 廃棄物(リサイクル資源)の排出量 3750.0kg

プラ・古紙・ダンボール　（再生） 前年対比 +2.0% (対2022年度-0.7%)

④ 環境対応商品の売上高 24,000万円

前年対比 +17.0% (対2022年度1.6%)

2)◎は設定目標達成　　○は設定目標に及ばずも前年実績より良化　　△は前年実績並　　☓は目標、前年実績ともクリアできず

3)環境経営目標達成率が90%を下回る場合、また環境関連法規および法令の遵守が認められない場合に、是正・予防処置ならびに報告をするものとする

4)産業廃棄物の排出量はゼロ

27,899kg-CO2
27,227kg-CO2

23,612万円
27,636万円

151m3
172m3

481.2kg
699.1kg

3778.8kg
3855.0kg

2023年度実績 目標達成率

51,404kWh
50,775kWh

3,741ﾘｯﾄﾙ
3,716ﾘｯﾄﾙ

目標対比

◎目標対比 +100.8%

+99.6% ○

1)CO2排出量使用排出係数について、購入電力は0.000468（東京電力エナジーパートナー）または0.000485（楽天モバイル）〔単位：t-CO2/kWh〕、ガソリンは2.32〔単

位：kg-CO2/l〕を使用

◎目標対比 +101.0%

×

×

目標対比 +87.2%

◎

目標対比 +67.9%

目標対比 +115.2%

目標対比 +97.3% ×
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　  環境経営目標実施要項①-ａ　電力使用量（その１/実績一覧） SDGs 該当項目⇒

本社ビル 2021年度 2022年度 2023年度 東陽センター 2021年度 2022年度 2023年度

購入電力量(1) 27,941kWh 26,673kWh 24,812kWh 購入電力量(1) 14,217kWh 14,482kWh 9,748kWh

太陽光発電分から

の社内使用量(2)
716kWh 3,439kWh 3,100kWh

太陽光発電分から

の社内使用量(2)
6,842kWh 6,810kWh 5,923kWh

実質電力使用量

(1)+(2)
28,657kWh 30,112kWh 27,912kWh

実質電力使用量

(1)+(2)
21,059kWh 21,292kWh 15,671kWh

前年比 105.08% 92.69% 前年比 101.11% 73.60%

木場オフィス 2021年度 2022年度 2023年度 全社合計 2021年度 2022年度 2023年度

購入電力量(1) 7,192kWh 購入電力量(1) 42,158kWh 41,155kWh 41,752kWh

太陽光発電分から

の社内使用量(2)

太陽光発電分から

の社内使用量(2)
7,558kWh 10,249kWh 9,023kWh

実質電力使用量

(1)+(2)
7,192kWh

実質電力使用量

(1)+(2)
49,716kWh 51,404kWh 50,775kWh

前年比 前年比 103.40% 98.78%

　

※太陽光発電は従量電灯に接続しており、社内消費と相殺し、余剰分は売電しています。 前年対比 -1.22%
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　環境経営目標実施要項①-ａ　電力使用量（その２/取組内容） SDGs 該当項目⇒　

　

←温度管理へのさまざまな工夫　　　　

■継続取組

●東京　最高気温と最低気温の月ごとの値 [℃]　※気象庁の観測データより

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

23.5 27.6 31.7 32 28.8 21.5 19.1 12.2 10.2 12.1 17.9 21.7

24 27.6 33.9 34.3 31.2 23.7 19.2 14.3 11.8 12.5 14.8 21.8

14.8 19.6 24.4 24.3 21.1 13.8 10.7 3.7 1.8 3 8.6 11.9

14.6 19.6 24.7 26.1 23.6 14.7 10.3 5.2 2.9 4.1 5.1 13.1

●月次電力使用量（2023年5月～2024年4月）

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 年間

前年実績 2164 2028 2354 2560 2455 2357 1915 2035 3223 3416 3207 2399 30113

当年実績 1750 1771 2021 2482 2757 2367 1728 2028 2623 2928 2755 2703 27912

前年実績 1145 1281 2397 2225 2440 1430 1140 1626 1816 2720 1582 1491 21293

当年実績 1149 1130 1661 1659 1738 1159 606 1212 1354 1592 1468 944 15671

前年実績

当年実績 89 552 740 722 729 649 603 575 629 670 626 608 7192

前年実績 3309 3309 4751 4785 4895 3787 3055 3661 5039 6136 4789 3890 51406

当年実績 2988 3453 4422 4863 5224 4175 2937 3814 4606 5190 4849 4255 50776

前年比 90.29% 104.34% 93.08% 101.62% 106.73% 110.25% 96.15% 104.18% 91.41% 84.58% 101.26% 109.38% 98.77%

（単位：kWh）

●エアコンとサーキュレータ・扇風機の併用等●温度計を使用して室温管理●エア

コン稼働の目安表示●個別の消灯●OAタップによる待機電流OFF　　↑LED電球およびLED蛍光灯　　　

麻布本社

木場オフィス

合計

最高気温

最低気温

2022年5月～2023年4月

2023年5月～2024年4月

2022年5月～2023年4月

2023年5月～2024年4月

東陽センター

－７－



　環境経営目標実施要項①-ａ　電力使用量（その３/評価・次年度へ） SDGs 該当項目⇒　　　　　

■今年度の評価

　　　2018/5完成　新作業室 　　2018/5導入　新作業室用エアコン ■次年度へ

2023年5月導入　掃除機能付きエアコンと全熱換気設備

〔本社ビル〕残業時間を減らす意識と、サーキュレーターなどの活

用によって大幅に目標を達成することができました。

〔東陽センター〕事務所の移転によりエアコンと電灯やOA機器の

使用がなくなったことで大幅な削減となりました。

〔木場オフィス〕新設された事務所という事で、今まで同様の節電

意識を持ちつつ今年度は実績の把握に努めました。拠点間を繋ぐ機

器などが増えた分使用する電力量も増えると思いましたが、省エネ

機能が新しい設備が導入されたためか消費電力の削減という結果と

なりました。

事務所の移転後ちょうど2年目を迎えることになります。

ベースとなる前年度の結果を踏まえより一層の節電に努める

とともに、人員の入れ替えによる社員教育や定例会議の場に

おいて節電意識を促すよう細かな発信をして参ります。

　　　　2018/5導入　新型LED照明（全9台）

－８－



　 環境経営目標実施要項①-ｂ　ガソリン使用量 SDGs 該当項目⇒　

低燃費運転の心がけを車両内に表示　　

2021年度 2022年度 2023年度 ■継続取組

ガソリン使用量 5,316L 3,741L 3,716L

前年比 70.37% 99.34%

前年対比 -0.7%

【参考】全車の年間走行距離と一台あたりの燃費

2021年度 2022年度 2023年度 ■評価・次年度へ

全車合計走行距離 60150km 53733km 49148km

前年比 89.33% 91.47%

一台あたり燃費 11.31km/L 14.36km/L 13.23km/L

前年比 126.97% 92.13%

　　出発前の車両 発送前商品

⇒運送会社の発送を積極的に活用

●車内に「低燃費運転の心がけ」を貼り意識向上

　①アクセルワーク51%以下　②アイドリングストップ

　③エアコンは控え目　④タイヤの空気圧チェック

●工場や仕入先などからの直送を増やし積載減

自社便ではなく運送会社を活用して商品を納品する機会が増えた

ことで、結果的にガソリンの使用量を減らすことができました。

次年度も猛暑、ガソリン価格の高騰が予想されます。体調面を気

遣いつつ低燃費運転を実施して参ります。

－９－



　 環境経営目標実施要項①-ｃ　CO2排出量 SDGs 該当項目⇒　

0.000457 t-CO2/kWh

0.000468 t-CO2/kWh

ガソリン  2.32 kg-CO2/l

※2023年度の購入電力の係数は2023年12月22日公表値の実排出係数に拠ります。
相当

2021年度 2022年度 2023年度 ※計測端末の値を引用
購入分より差引

排出CO2 12,490kg-CO2 12,190kg-CO2 11,339kg-CO2

購入量 27,941kWh 26,673kWh 24,812kWh

排出CO2 7,720kg-CO2 7,024kg-CO2 4,562kg-CO2

購入量 14,217kWh 14,482kWh 9,748kWh

排出CO2 3,287kg-CO2

購入量 7,192kWh

排出CO2 12,342kg-CO2 8,685kg-CO2 8,039kg-CO2

使用量 5,316L 3,741L 3,716L

32,552kg-CO2 27,899kg-CO2 27,227kg-CO2

85.71% 97.59%

2021年度 2022年度 2023年度

44.65 35.95 30.94

 kg-CO2/万円  kg-CO2/万円  kg-CO2/万円

80.52% 86.06%

購入電力での排出量

9,660kg-CO220,850kWh

↓
本社ビル

購入電力

17,567kg-CO2

全社合計

東陽センター

購入電力
太陽光発電によるオフセット後の排出量

購入電力
（東陽ｾﾝﾀｰ/木場ｵﾌｨｽ）楽天ｴﾅｼﾞｰ 8,900kWh

⇒発電量合計

-2.41%

前年比

排出CO2総量

全社ガソリン

使用量

11,950kWh東陽センター　総発電量

2023年度オフセット計算

木場オフィス

購入電力

EA21ガイドライン

2023年度使用数値 CO2排出係数

本社ビル　総発電量

(本社)東京電力ｴﾅｼﾞｰﾊﾟｰﾄﾅｰ

　※なお、昨年のオフセット後の排出量は 19,353kg-CO2でした。

　（前年比約8.8％減）

前年比

【参考】

排出CO2原単位

（売上高百万円当り） 前年対比

－10－



　 環境経営目標実施要項②　水使用量

本社ビル 2021年度 2022年度 2023年度

上下水道使用量 50m3 50m3 44m3

前年比 100.00% 88.00%

■継続取組

東陽センター 2021年度 2022年度 2023年度 ●節水を促すPOPを作成し、目に入る場所へ掲示しています。

上下水道使用量 98m3 101m3 74m3 ●節水コマを取り付け流量を絞り、ムダを省くよう取り組んでいます。

前年比 103.06% 73.27%

■評価・次年度へ

木場オフィス 2021年度 2022年度 2023年度

上下水道使用量 54m3

前年比

全社合計 2021年度 2022年度 2023年度

上下水道使用量 148m3 151m3 172m3

前年比 102.03% 113.91% +87.2%前年対比 +13.9% 目標対比

〔本社ビル〕人員の増減がある中でも節水の意識共有が出来たことで目

標を達成することが出来ました。

〔東陽センター〕人員が分散したことで見かけの使用量は減りました

が、人数あたりで考えると木場オフィスと比較し使用量が多いです。節

水装置等が不十分な箇所もまだありますので、機器を交換するなどの対

策を検討します。

〔木場オフィス〕今年度から計量をスタートしました。こちらを基準と

し、無駄に水を使うことが無いようPOPなどで促して参ります。
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　 環境経営目標実施要項③　廃棄物の排出量 SDGs 該当項目⇒　

↑合い紙の活用 ↑ダンボール再利用 ↑計量用のスケール

③-ａ　可燃ごみ（熱回収）

熱回収 2021年度 2022年度 2023年度 ■継続取組

本社ビル 27.7kg 34.7kg 28.2kg

東陽センター 474.5kg 446.5kg 670.9kg

合計 502.2kg 481.2kg 699.1kg

前年比 95.82% 145.28%

前年対比 +45.3% ■評価・次年度へ

③-ｂ　プラ・古紙・ダンボール（再生）

再生 2021年度 2022年度 2023年度

本社ビル 894.0kg 552.4kg 557.2kg

東陽センター 2616.1kg 3226.4kg 3297.8kg

合計 3510.1kg 3778.8kg 3855.0kg

前年比 107.65% 102.02%

前年対比 +2.0%
※木場オフィスの廃棄物は東陽センターと合算しています

●合い紙の社内ドキュメントへ活用●ダンボールの再利用

●古紙やプラの分類回収●ペーパレスの促進

●テープの巻き芯を収集

●ペットボトルとキャップの分別収集

↑3種の分別ゴミ箱を用意しています。

〔本社ビル〕緩衝材やビニール袋を積極的に再利用することで可燃物は大幅に削

減できました。分別した結果古紙が増えたりカタログの廃棄が減らないなど、逆

に資源の増加となりました。使い切れない緩衝材は東陽センターの荷造で使用

し、仕入れ先などにも梱包について協力を求めていくようにします。

〔東陽センター〕事務所移転のために行った整理や片付けで不要なものの廃棄が

多く大幅に増加しました。また売り上げの増加に伴い再利用しきれない包装材

や、段ボールに貼られたラベルシールなどの廃棄がかなり増えました。内勤者が

増えたことで、昼食のゴミ等の廃棄も増えたことも要因です。次年度は使い捨て

の食器を極力使わずマイカトラリーを推奨し、また再利用しきれなかった包装資

材等も商品を発送する際の緩衝材としての利用方法を考えます。
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　 環境経営目標実施要項④　環境対応商品の売上高 SDGs 該当項目⇒

　グリーン購入法適合用紙 売上の一部をWWFジャパンの南西諸島

 「ホワイトペーパーR」シリーズ 保全へ寄付している「美彩紙」シリーズ

■対象商品（下記いずれか含まれているもの）

　　　　　　売上の一部を(公財)オイスカへ寄付している

　　「カラーペーパー」シリーズ

2021年度 2022年度 2023年度 ■評価・次年度へ

環境対応商品 22,394万円 23,612万円 27,636万円

前年比 105.44% 117.04%

当社基準による自社ブランドでの売上高です。

前年対比 17.04%

売上高の増加には価格改定の影響もありますが、売上数量も伸びている

事が分かりました。特に大手通販系のPB商品である荷札や色紙、ボール

紙の数量は昨対120%を超えました。12月のグリーン購入法の評価値が

見直され、環境対応商品としてのラインナップが増える予定ですので、

次年度は更なる売上増加に期待します。

①売上の一部を環境保全団体に寄付している。

②原料に廃材や再生材を使用している。

③非木材原料を使用している。
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６. グリーン購入について SDGs 該当項目⇒

♣グリーン購入につきまして 

■OA機器類や電化製品などの購入の際には、右記の写真のよ

うに「エコマーク」や「Energy Star」が付いたものなどを積極購入

■印刷封筒類は古紙配合のものを使用

■コピー用紙はシーンによって、再生PPCを使用

■モノクロレーザープリンタには、再生トナー、再生ドラムを使用

文具販売業を営んでいるため、汚れによる販売不可商品やサ

ンプル品なども日常積極的に使用しており、文具通販等から

の購入がなく事務用品のグリーン購入は数値集計が難しく行

なっておりませんが、以下の通り意識的にグリーン購入を実

施しております。
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７. 環境啓発活動（1） SDGs 該当項目⇒　

　NANSEIちゃん

－オイスカ「子供の森」計画支援－

公益財団法人オイスカの進める「子供の森」

計画は、こどもたち自身が学校の敷地や隣接

地で苗木を植え育てていく実践活動を通じ

て、「自然を愛する心」「緑を大切にする気

持ち」を養いながら、地球の緑化を進めてい

こうという森づくり運動です。寄付金の一部

は学用品や学校施設への教育支援としても使

われます。弊社カラーペーパーシリーズの売

上の一部をこの計画に寄付しております。

－WWF「南西諸島プロジェクト」支援－

特別天然記念物「アマミノクロウサギ」と沖縄近海の

「アオサンゴ」をモチーフとした、弊社のオリジナル

シンボルマーク・通称NANSEIちゃんです。「OAマル

チケント紙　美彩紙」シリーズの商品パッケージに表

記しております。

WWFジャパンが進める「南西諸島プロジェクト」（南西諸島エコ

リージョン）は、鹿児島県・沖縄県の島部である南西諸島の生態系

保全を目的とした取り組みです。以前取り組んでいたWWF「しらほ

サンゴ村」支援に引き続き、「OAマルチケント紙　美彩紙」のメー

カー売上高の1％を活動支援金として寄付しております。

2023年度実績：402,938円
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 環境啓発活動（2）　　　　 SDGs 該当項目⇒　

「東京港を泳げる海に！ハダシで歩ける砂浜に！」をスローガン

に毎年3回、地球環境の保全と泳げる海をめざして、公益財団法

人港区スポーツふれあい文化健康財団（Kissポート財団）が主催

する東京都お台場海浜公園で行う清掃活動に、レジ袋廃止に伴う

手提げ紙袋の売上を協賛金の形で支援しています。

2023年度実績：17,635円

－ワクチンキャップ活動－

飲み終わったペットボルトのキャップを全社で回収し、東京ペット

ボトルリサイクル株式会社を通じてワクチンキャップ運動に参加し

ています。

2023年度実績：キャップ重量24.9kg(10,707個)

－巻き芯ECOプロジェクト－

ニチバン株式会社が取り組む
「巻き芯ECOプロジェクト」に参加
しています。
使い終わったテープの巻き芯が
集められ、ダンボールへの再生
や再生材の換金で国内外の植
樹活動に役立てられます。
毎年10～20kg相当が回収できる
ため、環境保護活動の一端を担
えると同時に廃棄物の削減に繋
がっています。

－東京ベイ・クリーンアップ大作戦－
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８. 環境関連法規

法規・条例 業務における順守事項

環境基本法

都民の健康と安全を確保する環境に関する条例

■環境への負荷の低減の取組

■自動車公害対策（アイドリングストップ）
○ 遵守

廃棄物処理法　東京都廃棄物条例 ■廃棄物処理業者の管理、分別廃棄の管理 ○ 遵守

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 ■水銀を含む廃棄物に関しての対応 ○ 遵守

江東区清掃リサイクル条例 ■事業系一般廃棄物に関して ○ 遵守

港区廃棄物の処理及び再利用に関する条例 ■事業者の責務・減量義務等 ○ 遵守

江東区環境基本条例 ■第7条（事業者の責務）ほか ○ 遵守

容器包装リサイクル法

■紙容器・プラスチック袋の使用状況の把握

■商品包装への識別マーク表示

■上記の包装資材の再商品化義務

○ 遵守

家庭用品品質表示法 ■障子紙が該当 ○ 遵守

下水道法 ■日常使用の範囲 ○ 遵守

労働安全衛生規則 ■電動フォークリフトの法定検査および自主検査 ○ 遵守

道路運送車両法 ■自賠責・納税・走行ルール ○ 遵守

自動車リサイクル法 ■リース会社・販売会社に委託 ○ 遵守

家電リサイクル法 ■指定産廃業者・リサイクル業者に廃棄委託・支払 ○ 遵守

小型家電リサイクル法 ■指定産廃業者・リサイクル業者に廃棄委託・支払 ○ 遵守

資源有効利用促進法 ■使用済みの事業系パソコンの排出 ○ 遵守

フロン排出抑制法 ■設置のパッケージエアコン等の簡易点検 ○ 遵守

環境関連法規への違反、訴訟などの有無
2024年6月現在

評価

環境関連法規に関する違反はありません。また訴訟についても事例がありません。

関係当局よりの違反の指摘は過去3年間ありません。
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９. 中期環境経営目標設定 （2024年度～2026年度）

実施事項 2023年度実績

2025年度 50,300kWh (対2023年度-0.9%)

前年対比 -0.4% 2026年度 50,150kWh (対2023年度-1.2%)

2025年度 3,650ﾘｯﾄﾙ (対2023年度-1.7%)

前年対比 -1.0% 2026年度 3,625ﾘｯﾄﾙ (対2023年度-2.4%)

2025年度 27,000kg-CO2 (対2023年度-0.8%)

前年対比 -0.3% 2026年度 26,850kg-CO2 (対2023年度-1.3%)

2025年度 165m3 (対2023年度-4%)

前年対比 -3.5% 2026年度 164m3 (対2023年度-4.6%)

　③-ａ 廃棄物(事業系一般廃棄物)の排出量 2025年度 550.0kg (対2023年度-21.3%)

　可燃ごみ（熱回収） 前年対比 -17.6% 2026年度 525.0kg (対2023年度-24.9%)

　③-ｂ 廃棄物(リサイクル資源)の排出量 2025年度 3800.0kg (対2023年度-1.4%)

　プラ・古紙・ダンボール（再生） 前年対比 -0.8% 2026年度 3775.0kg (対2023年度-2%)

2025年度 28,500万円 (対2023年度+3.1%)

前年対比 +1.3% 2026年度 29,000万円 (対2023年度+4.9%)

※CO2排出量使用排出係数について、購入電力は0.000457（東京電力エナジーパートナー）または0.000468（楽天エナジー）〔単位：t-CO2/kWh〕、ガソリンは2.32〔単位：kg-CO2/l〕を使用

※是正措置により「水使用量」ならびに「a 廃棄物の排出量 可燃ごみ(熱回収)」の2024年度の目標は2023年度の実績を元に設定していません。

緑化推進・クールビズ・健康増進

　④ 環境対応商品売上高

　⑤ 従業員の環境意識向上

27,636万円
28,000万円

　①-ａ 電力使用量

　①-ｂ ガソリン使用量

　①-ｃ ＣO２排出量（※）

　② 水使用量

27,150kg-CO2

3カ年での中期目標

3825.0kg

172m3
166m3

50,775kWh
50,550kWh

3,716ﾘｯﾄﾙ
3,680ﾘｯﾄﾙ

27,227kg-CO2

2024年度目標

699.1kg
576.0kg

3855.0kg
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１０. 代表者の総括

■代表者による総括と改善指示

【当該年度の総括】

【次年度の見直しや改善指示】

 2023年度は期首にあたる5月、江東区に木場オフィスを新設いたしました。開設と同時にEA21の対象範囲を拡大して、今年度の環境

活動に組み入れて参りました。東陽センター内に置いていた営業及び業務の機能を木場オフィスへ移設し、新規採用者を含め10名を新

たに配置することになりました。またこれに併せて企画部を新設するなど会社組織の再編成を執り行いました。現在東陽センターは製

造・物流機能として新規採用者を加えた７名が常駐しております。麻布十番にある本社・小売事業部は前年度と変わらず８名の構成と

なっていますが、３月末に自社ビル（第３⾧門ビル）を子会社へ譲渡し、４月からは当社が業務上で使用する部分を子会社より賃借す

るというスタイルに変化しております。全社に跨り大規模なリフォームを施したことによって、環境経営の実施範囲や実施項目に対し

ては大きな影響をもたらす結果となっております。

 環境経営方針については、普遍的指針として捉えており、エコミーティングなど通じて全従業員に対して啓発的に伝承しておりま

す。また実施体制については今期より各担当者の再編成を施すことによって個々の意識改革を図るようにいたしました。今後更に環境

活動委員会を設け、全体の3割程度の従業員を環境活動委員として選出し、活動の核となるような体制づくりを検討していきます。今年

度の環境経営目標及び環境経営計画についてですが、「電力使用量」「ガソリン使用量」の削減によって「CO2排出量」の削減目標を

達成しております。また２期連続で「環境対応商品の売上高」の目標を達成したことについては、対象製品において原材料高騰による

価格改定が売上高増加に繋がった部分もあり出荷量ベースで捉えなおす必要があります。12月のグリーン購入法のガイドライン改定に

より新たにG法適合となった既存製品を現在エコ商品ネットへ追加登録を行っております。来期に向けて環境対応商品の拡充が見込める

ことはこの目標において好材料です。「水使用量」増加による目標未達は、従業員の増加などが要因と考えております。最後に前年度

からの課題となっている「廃棄物の排出量」削減については、木場オフィスへの移転によって引っ越し後に発生したゴミの量が大変多

かったことが増加要因のひとつです。また入出荷に関わる梱包資材（段ボール等の再生廃棄物）の増加を抑制することが継続的な課題

でもあります。また全ての事業所において感染症対策としてペーパータオルを常備するようになったことも少なからず排出量の増加に

繋がっていますので、今後は衛生面を考慮しながら見直しを検討して参ります。

 環境経営方針の一部を改訂いたします。次年度は木場オフィスの新設に伴い活動対象となる事業所を追加します。これに伴い実施体

制を再編して活動に取り組んで参ります。環境経営目標及び環境経営計画については変更なく継続して参ります。

目標未達となった「水使用量」と「廃棄物(事業系一般廃棄物)の排出量」の項目については、担当者へ原因の把握を行うことを求め、削

減目標を見直すよう指示いたしました。

2024年6月10日
代表取締役 横溝純一
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紙から始めるコミュニケーション

株式会社 長門屋商店
https://www.nagatoya.com
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